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皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ

り
、
彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し

く
、
活
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
「
美
し
い
ひ
こ
ね

創
造
事
業
」
も
、
４
月
で
５
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
活
動
に
対
す

る
地
域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
は
、４

月
１
日
㈭
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

４
月
４
日
㈰
、
同
17
日
㈯

午
前
中
に
も
受
付
を
し
ま
す

　

平
日
忙
し
く
て
手
続
き
に
来
て

い
た
だ
け
な
い
人
の
た
め
に
、
４

月
４
日
㈰
、
同
17
日
㈯
の
午
前
８

時
30
分
〜
正
午
に
、

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
で
「
彦
」
の
交
付
や
参

加
登
録
を
受
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
交
付
時
か
ら
、
登

録
さ
れ
た
市
民
団
体
へ
「
彦
」
を
す

べ
て
寄
附
す
る
場
合
に
限
り
、
郵

送
で
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

参
加
登
録
者
へ
は
、
３
月
末
に

平
成
22
年
度
の
活
動
報
告
書
を
送

付
す
る
際
に
案
内
文
を
同
封
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
同
封
す
る
文
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地
域
通
貨「
彦げ

ん

」の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

◀
「
彦
」
と
交
換
で
き
る
エ
コ
バ
ッ
グ

登
録
受
付
中
で
す

　

幼
児
交
通
安
全

　

「
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
」

　

カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
は
、
交
通

安
全
意
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
親
子
で
活
動
す
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
彦
根
市
で
は
、現

在
33
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
に
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

の
グ
ル
ー

プ
（
自
治
会
、

子
育
て
サ
ー

ク
ル
な
ど
）

　

新
入
学
（
園
）

時
期
は
、
新
入

学
（
園
）
児
が

慣
れ
な
い
通
学

路
を
通
い
は
じ

め
る
な
ど
、
子

ど
も
が
被
害
に

あ
う
交
通
事
故

の
発
生
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
家
庭
・
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

園
・
地
域
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
・
・
・

　
「
車
に
気
を
つ
け
て
ね
」
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
通
学
路
を
歩

き
、
子
ど
も
の
目
線
で
危
険
箇
所
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、安
全
の
基
本
で
あ
る「
止

ま
る
、
見
る
、
待
つ
」
を
身
に
つ
く
ま
で
、

繰
り
返
し
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

運
転
す
る
と
き
は
・
・
・

　

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
の
場
所

の
近
く
を
通
行
す
る
と
き
や
、
道
路
上
の

子
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
に
は
、
徐
行
し

た
り
、
子
ど
も
の
動
き
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
た
り
す
る
な
ど
安
全
確
認
と
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新
入
学
（
園
）
児
と
高
齢
者
の　

　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止
運
動

３
月
15
日
㈪
〜
４
月
15
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課
☎
30-

６

１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

エ
コ
バ
ッ
グ
と
交
換
で
き
ま
す

　

昨
年
の
10
月
か
ら
、｢

彦｣

５
枚

と
エ
コ
バ
ッ
グ
の
交
換
を
始
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
４
月
か
ら
は
、
２

種
類
の
色
違
い
の
エ
コ
バ
ッ
グ
か

ら
、
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

▼
交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
、
稲
枝
支
所

▼
交
付
期
間　

４
月
１
日
㈭

〜
５
月
31
日
㈪
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
必
要
な
も
の　

平
成
21
年

度
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活

動
報
告
書
、
印
か
ん

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　

｢

彦｣

の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
ま
ず
美
し
い
ひ

こ
ね
創
造
活
動
に
参
加
登

録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

地
域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
手
続
き
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地
震
が

発
生
し
た

場
合
、
揺

れ
に
よ
る

落
下
物
な

ど
で
け
が

を
す
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
施
設
は
、
利
用
者
が
施
設

の
案
内
な
ど
に
つ
い
て
不
慣
れ
な

た
め
、
避
難
の
際
に
押
し
合
う
な

ど
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
市
内
63
公
共
施

設
に
気
象
庁
か
ら
発
信
さ
れ
る
情

報
を
活
用
し
た
緊
急
地
震
速
報
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

強
い
揺
れ
が
発
生
す
る
こ
と
を

事
前
に
把
握
し
て
、
館
内
（
校
園

内
）
放
送
で
利
用
者
が
地
震
に
対

し
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

緊
急
地
震
速
報
の
目
的

　
　

　

グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
ま
ず
身
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
基
本
行
動
で
す
。
地
震
の
到

来
を
事
前
に
知
る
こ
と
で
、
い
ち

早
く
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
行
動
に
移
れ
ま
す
。
緊
急
地
震

速
報
の
目
的
は
、「
身
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。

緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
し
た

４
月
か
ら
市
内
63
公
共
施
設
で
緊
急
地
震
速
報
の
館
内
（
校
園
内
）
放
送
を
開
始
し
ま
す

周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い

　

緊
急
地
震
速
報
の
限
界

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
発
生

の
予
知
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
速
報
を
発
表
し
て
か
ら
、

強
い
揺
れ
が
到
達
す
る
ま
で
の
時

間
が
、
長
く
て
も
十
数
秒
か
ら
数

十
秒
と
短
く
、
直
下
型
地
震
や
震

源
地
が
近
い
場
合
な
ど
は
、
速
報

が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
は
、
予

測
震
度
の
強
弱
に
誤
差
が
出
る
こ

と
や
、
ご
く
ま
れ
に
雷
や
事
故
な

ど
の
ノ
イ
ズ
を
と
ら
え
て
、
誤
報

が
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
の
し
く
み　

　
　
　
　
　

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
震
源
近
く

で
の
地
震
（
Ｐ
波
…
初
期
微
動
）
を

と
ら
え
て
、
次
に
発
生
す
る
強
い

揺
れ
（
Ｓ
波
…
主
要
動
）
に
つ
い
て

速
報
で
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

彦
根
市
の
緊
急
地
震
速
報

　
　

　

気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ
る
情
報

を
活
用
し
、
市
内
の
地
震
の
揺
れ

が
「
震
度
５
弱
以
上
」
と
推
測
さ

れ
た
場
合
に
、
施
設
放
送
を
行
い

ま
す
。

▼
気
象
庁
か
ら
の
緊
急
地
震
速
報

は
、
震
度
４
以
上
と
推
定
し
た

と
き
に
配
信
さ
れ
ま
す
（
気
象
庁

が
一
般
向
け
に
提
供
し
て
い
る
緊

急
地
震
速
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
）。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
震
度

４
と
推
定
さ
れ
た
緊
急
地
震
速

報
で
あ
っ
て
も
、
施
設
放
送
は

行
い
ま
せ
ん
。

　

放
送
内
容　

　
　

　

放
送
は
、「（
警
報
音
が
鳴
っ
た
あ

と
に
）
地
震
速
報　

強
い
揺
れ
が

き
ま
す　

揺
れ
に
備
え
て
く
だ
さ

い
」
と
、
地
震
が
到
達
す
る
ま
で

繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。
警
報
音

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
同
じ
で
す
。
警
報
音
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

　
※
誤
報
だ
っ
た
場
合
、
放
送
は
、

「
た
だ
い
ま
の
地
震
は
誤
報
で

し
た
」
と
案
内
し
ま
す
。

意見公募手続制度
結果のお知らせ

※今後、国の関係各省庁、滋賀県からの指摘

　などをふまえ、修正を行う場合があります。

彦根市企業立地基本計画 

素案

意見の件数　0 件

　案の修正を行うもの　　   ０件

　案の修正を行わないもの　０件

問い合わせ先　 商工課

　☎ 30-6119、FAX22-1398

　市の施設を利用しているときに、　
　緊急地震速報が流れたら、　　　　
　

まず身の安全確保

①緊急地震速報が流れたら、

あわてず、周囲に声をか

けながら、身の安全を確

保しましょう。

②作業などを中断し、頭を

保護して、丈夫な机の下

などに避難し、姿勢を低

くして揺れがおさまるの

を待ちましょう。

　　

③揺れがおさまったら、施設

関係者の案内・指示に従っ

て、落ち着いて避難しま

しょう。このとき、余震

などに注意して行動しま

しょう。　

税
関
で
は

お
預
か
り
し
て
い
る

通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す

 　

終
戦
後
、 

外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
人
が
、
上
陸
地

の
税
関
や
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
却
し

て
い
ま
す
。

　

心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
、
税

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
問

い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
管
証
券
返
還
の
案
内
は
、

大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
阪
税
関

京
都
税
関
支
署
滋
賀
出
張

所
（
草
津
市
大
路
２-

11-

51

　

草
津
合
同
ビ
ル
内
）
☎

０
７
７-

５
６
４-

３
４
１

０
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  : 

http://w
w

w
.custom

s.
go.jp/osaka/

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
危
機

管
理
室
☎
30-

６
１
５
０
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番



�広報ひこね　平成 22年３月15日7 広報ひこね　平成 22年３月15日

休
日
の
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

３
月
22
日

（月・振） 

は
、
通
常
ど
お
り
収

集
を
行
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
缶
、
び

ん
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
）

　

ま
た
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

休
日
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
平
成
21
年

度
ご
み
等
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入
に
つ
い
て

　

３
月
28
日
㈰
の
午
前
９
時
〜
午

後
０
時
15
分
ま
で
、

清
掃
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
家
庭
か
ら
出
る
粗

大
ご
み
の
臨
時
受
け
入
れ
を
行
い

ま
す
。

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
ご
み
の
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
臨
時
の
搬
入
経
路
を
も
う
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止

の
た
め
誘
導
す
る
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の
価
格
等

平
成
22
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

　

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税
額

の
も
と
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を
、

３
月
末
に
決
定
し
ま
す
。
新
し
い

価
格
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
示
し

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
土
地
・
家
屋

の
価
格
を
全
面
的
に
見
直
す
３
年

に
１
度
の
「
評
価
替
え
」
の
年
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
価
の
下
落

が
顕
著
な
土
地
に
つ
い
て
は
価
格

の
修
正
を
行
い
ま
す
。

■
縦
覧

　

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
ほ
か
の

資
産
の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認

す
る
も
の
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
５
月
31
日

㈪
ま
で
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日

を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人　

今
年
の
１
月
１

日
現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象

の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋

の
所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
。

■
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家

人
も
、
使
用
・
収
益
の
対
象
と
な

る
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認
で
き

ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈭
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

閲
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者

（
所
有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人
な
ど

※
借
地
借
家
人
な
ど
は
、
閲
覧
の

範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

閲
覧
の
対
象　

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台

帳
、
名
寄
帳

　

縦
覧
・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
縦
覧
・

閲
覧
で
き
る
人
の
条
件
や
、
本
人

確
認
の
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、

税
務
課
資
産
税
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
服
申
立
て
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
中
に
新
築
や
増
築
さ

れ
た
家
屋
、
ま
た
は
地
目
変
更
や

価
格
の
修
正
の
あ
っ
た
土
地
の
所

有
者
で
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る

場
合
、
価
格
が
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
日
（
３
月
末
日
）
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
後
60
日

の
間
に
、
彦
根
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
対
し
て
、
審
査
の

申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

　

登
録
と
注
射
は
飼
い
主
の
義
務

で
す
。
登
録
は
犬
の
一
生
に
一
回
、

注
射
は
毎
年
１
回
必
ず
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬　

市
内
で
飼
わ
れ

て
い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場　

表
の
と
お
り

料
金　

●
既
に
登
録
し
て
い
る
犬　

　

３
、
２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
を

含
む
）

●
未
登
録
の
犬　

６
、
２
０
０
円

（
登
録
手
数
料
３
、
０
０
０
円
、
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
を
含
む
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、
手
数
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
料
金
は
、

つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

お
願
い

①
既
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い

主
は
、
必
ず
犬
の
登
録
カ
ー
ド

（
愛
犬
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

②
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
、
種
類
、
生
年
月
日
、

性
別
を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

③
必
ず
犬
を
制
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。

④
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

⑤
体
調
が
悪
い
犬
や
か
な
り
の
老

犬
な
ど
は
、
か
か
り
つ
け
の
獣

医
師
に
相
談
し
て
か
ら
、
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
会
場
で
犬
が
ふ
ん
な
ど
を
し

た
場
合
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ

い
。

⑦
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は

必
ず
首
輪
に
つ
け
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
ハ
ー
ネ
ス
（
首
輪
の
代

わ
り
に
つ
け
る
ベ
ル
ト
）
は
、
犬

が
暴
れ
て
外
れ
る
と
き
が
あ
り

ま
す
。

★
飼
い
主
の
都
合
や
犬
の
体
調
な

ど
に
よ
り
、
会
場
で
注
射
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
で
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

★
鑑
札
・
注
射
済
票
は
、
必
ず
首

輪
な
ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
迷

子
犬
に
な
っ
た
と
き
に
、
飼
い

主
を
探
す
大
切
な
手
が
か
り
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

平成��・��年度の保険料率

※「所得割額」の計算方法…総所得金額等から基礎

　  控除の 33 万円を差し引いた金額×上記の割合

平
成
21
年
度
信
用
保
証
料

補
給
制
度
の
申
請
期
限
は
、

３
月
31
日
㈬
で
す

　

彦
根
市
で
は
、
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
不
況
に
よ
り
売
上
な
ど

が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
に

対
し
て
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
付
き

融
資
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
滋
賀

県
信
用
保
証
協
会
に
支
払
う
信
用

保
証
料
の
一
部
を
補
給
す
る
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
分
の
申
請
期
限
は
、

３
月
31
日
㈬
で
す
。
次
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
期
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
融
資
実
行
日
が
３
月
下

旬
の
た
め
必
要
書
類
が
そ
ろ
わ
な

い
な
ど
、
期
日
ま
で
に
申
請
で
き

な
い
特
段
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
給
対
象
資
金

▼
平
成
20
年
10
月
31
日
以
降
に
、

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市

町
村
長
の
認
定
を
受
け
た
滋
賀

県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
融

資
で
あ
り
、
融
資
実
行
日
が
平

成
22
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
の

資
金

対
象
者

▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、

ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
法
人

▼
融
資
に
か
か
る
信
用
保
証
料
を

納
付
し
て
い
る

▼
市
税
を
完
納
し
て
い
る

必
要
書
類　

交
付
申
請
書
、
交
付

請
求
書
、
情
報
の
提
供
に
関
す

る
同
意
書
、
融
資
等
実
行
証
明

書
、 

保
証
協
会
の
発
行
す
る
信

用
保
証
料
計
算
書
の
コ
ピ
ー
、

平
成
21
年
度
納
税
証
明
書

※
融
資
等
実
行
証
明
書
は
、
金
融

機
関
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

次
期
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

　

高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度

化
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
年
々
増

加
す
る
中
で
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
下
の
と
お
り
保

険
料
率
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
７
月
中
旬
に
、
新
し
い
保
険
料

の
額
を
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
新
し
い
保
険
料
の
変
更
は
、
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
の
人
が
10

月
か
ら
、
口
座
振
替
や
納
付
書

で
の
お
支
払
い
の
人
が
７
月
か

ら
に
な
り
ま
す
。

★
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w.shigakouki.jp
）
で
は
、保

険
料
の
試
算
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
22-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番
、
滋
賀
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎ 

０
７
７-

５
２
２-

３
０
１
３

番



�広報ひこね　平成 22年３月15日� 広報ひこね　平成 22年３月15日

　

応お
う

仁に
ん

の
乱
（
１
４
６
７
〜
７

７
）
に
始
ま
る
戦
国
時
代
は
、
室

町
幕
府
の
権
力
が
著
し
く
低
下

す
る
中
で
、
全
国
各
地
に
戦
国
大

名
と
呼
ば
れ
る
勢
力
が
出
現
し

て
、
戦
い
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

京
の
都
に
隣
接
す
る
近
江
は
、

東
山
道
・
東
海
道
・
北
陸
道
な
ど

の
官か

ん

道ど
う

（
国
が
造
り
維
持
し
た
道
）

が
ひ
し
め
く
交
通
の
要
衝
に
位

置
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

中
世
を
通
じ
て
近
江
を
支
配
し

た
佐
々
木
一
族
の
六
角
氏
と
京

極
氏
、京
極
氏
の
被ひ

官か
ん

（
上
級
武
士

に
仕
え
る
家
来
）
か
ら
台
頭
し
た
浅

井
氏
、
さ
ら
に
京
を
め
ざ
す
戦
国

大
名
な
ど
が
、
在
地
の
土ど

豪ご
う

（
土ど

着ち
ゃ
く
の
豪
族
）
た
ち
を
巻
き
込
ん
で

近
江
を
舞
台
に
争
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
近
江
に
は
全
国
で
も
っ

と
も
多
い
約
１
、
３
０
０
か
所
に

城
や
館
・
砦
な
ど
が
築
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

彦
根
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
南
の
六
角
氏
と
北
の

京
極
氏
・
浅
井
氏
の
境
目
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
佐
和
山
城
を
は

じ
め
高
宮
城
・
山
崎
山
城
・
肥
田

城
な
ど
市
内
全
域
の
60
か
所
に

城
や
館
・
砦
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

幾
多
の
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
天て

ん

下か

布ふ

武ぶ

（
武
力
で
天
下
を
取
る

こ
と
）」
を
掲
げ
て
天
下
人
を
め
ざ

し
た
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳

川
家
康
ら
の
戦
国
大
名
も
彦
根
を

重
視
し
、
彦
根
の
地
に
足
跡
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、「
井
伊
直
弼
と

開
国
１
５
０
年
祭
」
に
続
く
新
た

な
テ
ー
マ
と
し
て
「
戦
国
」
を
掲

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
戦
国
時
代

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の

か
を
振
り
返
り
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
文
化
財
部
で

も
、「
わ
た
し
の
町
の
戦
国
」
を
軸

と
し
た
展
覧
会
・
講
演
会
・
見
学

会
、
そ
し
て
学
芸
員
の
出
前
講
座

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
自
治

会
の
集
ま
り
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９

番
、Ｅ
メ
ー
ル: bunkazai@

m
x.hikone.ed.jp
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　中山道高宮宿から彦根城、佐和山周辺をコースと

するウォーキングイベントが実施されます。

　

　当日は、大勢の参加

者がお越しになること

が予想されます。周辺

にお住まいの人にはご

迷惑をおかけしますが、

参加者を温かくお迎え

くださるようご協力を

お願いします。

日時：３月22日（月・振）　

予定時間：スタート（８：30 ～ 11：05）、

　　　　　  ゴール（～ 15：00）

コース：近江鉄道高宮駅（スタート）→高宮神社→石

清水神社→花しょうぶ通り→千代神社→四番町ス

クエア→夢京橋あかり館→彦根城・彦根城博物館

→埋木舎→佐和山会館→湖
こ

東
とう

焼
やき

窯跡→ＪＲ彦根駅

東口（ゴール）※約 10 ｋｍ

問い合わせ先　ＪＲ東海テレフォンセンター

　☎ 050-3772-3910、 観光振興課☎ 30-6120、　

　FAX22-1398

      

〈内容〉　男性も女性も自分らしく生きることのできる男女

共同参画社会の実現を、市民参加により目指すため、市
民企画提案講座を募集します。ご提案いただいた企画講
座は、選考のうえ、２事業以内をウィズ市民企画講座と
して支援します。〈応募条件〉 男女共同参画社会の実現の

ために企画されたもの（例えば、地域、まちづくり、子育て

支援、高齢者支援、女性チャレンジ支援、男性の生き方など）、
ウィズを会場として開催する事業、幅広く市民に参加を
呼びかける事業　〈支援内容〉 事業の実施に必要なすべて

の経費（諸謝金、消耗品費、印刷費、賃借料費など）、支援金
の上限は 50,000 円　〈対象者〉 　市内で活動している NPO、

市民団体、学生サークル、市民グループなど　〈申込期

間〉３月15日㈪～４月30日㈮　〈申込方法〉　企画提案書に

必要事項を記入して、郵送または持参　〈申込・問い合わ

せ先〉　　男女共同参画センター「ウィズ」（〒 522-0041　

平田町 670）☎ 24-3529（FAX 共用）

〈日程〉毎週土曜日の13：30～15：00　※初心者の１年間は、

14：45～16：00　〈場所〉中央中学校（西今町）　〈対象〉小学４

年生以上　〈定員〉20 人（先着順）　〈費用〉月額 500 円（小・

中学生、高校生）、月額 1,000 円（一般）　※ほかに年会費
として、保険料と県会費（講習料）が別途必要　〈申込期

限〉　４月30日㈮　〈申込・問い合わせ先〉　彦根市なぎなた連

盟事務局（北村方）☎ 22-7646（FAX 共用）

〈平成��年歌会始のお題〉「葉」　〈詠進要領〉①半紙（習字

用）を横長に使い、右半分にお題と短歌、左半分に郵便番
号、住所、電話番号、氏名（本名、ふりがな）、生年月日、職
業を縦書きで、毛筆で自書してください。②病気や身体障
害のため自書することができない場合は、代筆またはワー
プロやパソコンなど機器を用いて、また、視覚障害の人は、
点字により詠進することもできます。　※代筆の場合は、別
紙に代筆の理由、代筆者の住所・氏名を、ワープロなどの
場合は機器を使用した理由を、それぞれ別紙に書いて、詠
進歌に添えてください。〈その他〉次の場合には、詠進歌は失
格となります。①お題を詠み込んでいない場合　②１人で２
首以上詠進した場合　③詠進歌が既に発表された短歌と同
一または著しく類似した短歌である場合　④詠進歌を歌会
始の行われる以前に、新聞、雑誌その他の出版物、年賀状
などにより発表した場合　⑤詠進要領の②に記した代筆の
理由書を添えた場合を除き、同筆と認められるすべての詠
進歌　⑥住所、氏名、生年月日、職業を書いてないもの、
そのほかこの詠進要領によらない場合　〈詠進の期限〉　９月
30日㈭（当日消印有効）　〈応募・問い合わせ先〉宮内庁（〒

100-8111）　▶封筒に「詠進歌」と書き添えてください。▶
詠進歌は、小さく折って封入しても差し支えありません。宮
内庁ホームページ：http://www.kunaicho.go.jp/12/d12-08.
html

〈内容〉健康で、いきいきと生活していくために、生活習

慣病などにかからない、体に優しい料理を基本に行いま
す。例えば、減塩や脂肪を減らすなどの工夫をしたり、
料理の楽しさを感じ取ったりします。〈日程〉　４月10日㈯、

同24日㈯、５月８日㈯、同22日㈯、６月５日㈯、同19日㈯

の10：00～12：00、７月３日㈯の10：00～12：30　〈場所〉 男

女共同参画センター「ウィズ」　〈対象〉市内に在住、在勤、

在学の男性　〈定員〉20 人（先着順）　〈費用〉受講料 3,500

円（全７回分）、材料費 4,900 円（全７回分）　〈持ち物〉フキ

ン２枚、三角巾、エプロン　〈申込期間〉　３月15日㈪～４

月５日㈪　〈申込・問い合わせ先〉 男女共同参画センター

「ウィズ」（〒 522-0041　平田町 670）☎ 24-3529（FAX 共

用）

〈内容〉　住民、地域団体、NPO、企業、大学などと滋賀県

が協働で地域課題を解決していくため、平成21年に滋
賀県が創設した「協働提案制度」についての説明会です。
〈日程〉　①４月12日㈪、②４月17日㈯　いずれも13：30～15：

30　〈場所〉　①大津会場：滋賀県庁新館７階大会議室（大

津市）、②彦根会場：大学サテライト・プラザ彦根（大東

町）　〈対象〉個人、団体を問いません。　〈費用〉　無料　〈申

込期限〉　４月７日㈬（必着）　〈申込方法〉　大津会場か彦根会

場の別、氏名（団体の場合は団体名も）、電話番号を記入し、
郵送・ファクス・E メールのいずれかで 県民活動課へ　
〈申込・問い合わせ先〉　 県民活動課（〒 520-8577　大津市

京町 4-1-1）☎ 077-528-4633、FAX077-528-4838、E
メール：cs00@pref.shiga.lg.jp

〈日程〉　５月15日・６月12日・7月17日・８月21日・９月18日・

10月16日・11月13日・12月18日の各土曜日（全８回）の14：
00 ～16：00　〈場所〉彦根城博物館講堂　〈定員〉80人　

※申込者多数の場合は抽選。ただし、初受講者を優先　〈費

用〉500 円（テキスト代）　〈その他〉申込みは１人１通です。平

成 22年度より初級・中級と分けず、通年の開催になります。
〈申込期限〉　３月31日㈬（当日消印有効）　〈申込・問い合わせ

先〉　往復はがき往信の裏面に、「『古文書のみかた』受講希望」、

住所、氏名、電話番号を、返信の表面にも住所、氏名を書い
て、彦根城博物館学芸史料課（〒522-0061　金亀町１-１）　

☎ 22-6100、FAX22-6520 へ

 

　ウィズ市民企画講座

 

　滋賀県協働提案制度説明会

 

　男の生き方セミナー　男の料理教室

 

　なぎなた教室

 

　平成23年歌会始詠進歌

ＪＲ東海さわやかウォーキング
「中山道高宮宿と梅林の香り漂うご城下彦根ウォーク」
開催のお知らせ

 

　彦根城博物館の教室　古文書のみかた　
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※駐車場での駐車時間は、30 ～ 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１日㈭

２日㈮

�日㈪

�日㈫

7日㈬

８日㈭

９日㈮

1�日㈪

1�日㈫

1�日㈬

野田山、正法寺、地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本

町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、

芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、幸、松原

一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、三津

野田山、正法寺、地蔵、外、里根、西今、平田（大沢）、幸、安清、

芹、海瀬、三津屋、

戸賀、小泉、里根、外、野瀬、西今、三津屋、須越

戸賀、小泉、山之脇、芹川、西今、須越、八坂

馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、後三条（下）、八坂、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、芹川、西今

立花、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、

中央（第２・３部）、池州、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

大藪、開出今（蔵の町団地）、八坂（東団地）、宇尾

元、船、旭、中藪一丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、京

町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾、

佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、新、芹中、橋向、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、竹ケ鼻、甘

呂

竹ケ鼻、西沼波（東部を除く）、東沼波、亀山地区、出路、田

原、甘呂、稲部（稲部）、稲枝（西）、服部

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月前半】

図書館休館日

２日㈮

６日㈫

１日㈭

７日㈬

８日㈭

９日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈫

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

４月前半

１4日㈬
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

相
談
事
例
１

　

平
成
７
年
に
職
場
へ
の
電
話

勧
誘
で
、
民
間
資
格
取
得
用
の

通
信
教
育
講
座
の
契
約
を
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
何
度
も
電

話
勧
誘
を
受
け
、
断
り
き
れ
ず

に
平
成
15
年
と
平
成
19
年
に
も

同
種
の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

特
に
平
成
19
年
の
契
約
時
に
は

「
こ
れ
で
最
後
」
と
言
わ
れ
仕
方

な
く
契
約
し
、
代
金
だ
け
払
い

教
材
に
は
手
も
付
け
て
い
な
い
。

　

昨
日
、
ま
た
職
場
に
勧
誘
電

話
が
あ
り
断
っ
た
ら
「
平
成

19
年
の
講
座
は
実
務
講
座
。
今

回
の
実
践
講
座
を
や
っ
て
か
ら

終
了
し
な
い
と
止
め
ら
れ
な
い
。

続
け
る
人
は
も
っ
と
続
け
る
。」

と
言
わ
れ
た
。

　

平
成
19
年
は
「
こ
れ
で
最
後
」

と
言
わ
れ
た
の
で
契
約
し
た
の

に
、
そ
の
契
約
が
法
的
に
今
回

の
契
約
義
務
に
つ
な
が
る
の
か
。

　

明
日
、
ま
た
電
話
が
か
か
る

が
、
ま
た
30
万
円
も
払
わ
な
い

と
い
け
な
い
の
か
。
ど
う
す
れ

ば
断
れ
る
の
か
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
40
歳
代　

男
性
）

相
談
事
例
２

　

職
場
に
遠
方
の
マ
ン
シ
ョ
ン

投
資
に
関
す
る
勧
誘
電
話
が
多

く
、
断
っ
て
も
し
つ
こ
く
か
か

る
。
長
電
話
で
仕
事
の
妨
げ
に

な
る
し
、
投
資
す
る
気
も
な
い

の
で
断
り
電
話
を
切
る
と
、
折

り
返
し
か
け
て
き
て
脅
迫
さ
れ

た
。

　

名
簿
業
者
か
ら
一
部
上
場
企

業
の
社
員
名
簿
を
買
い
、
電
話

し
て
い
る
と
も
言
っ
て
い
た
。

　

勧
誘
か
ら
逃
れ
る
有
効
な
手

立
て
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
（
40
歳
代　

男
性
）

　

事
例
１
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
業
者
が

同
一
業
者
か
ど
う
か
、
分
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
最
初
の
契
約
に
よ
っ
て
、「
カ

モ
リ
ス
ト
」
に
載
せ
ら
れ
業
者
間
に
出
回
り
、

複
数
の
業
者
か
ら
勧
誘
さ
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
以
前
の
契
約

に
よ
っ
て
、
次
の
契
約
を
法
的
に
義
務
付
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
勧
誘
行
為
は
、
法
に
も
県
条

例
に
も
違
反
し
て
い
ま
す
。
断
っ
て
い
る
人

に
再
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
質
業
者
に
つ
い
て
、
国
や

県
に
情
報
提
供
で
き
る
制
度
が
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
申
出
制
度
」
と
い
い
、個
人

の
被
害
救
済
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
が
、
消

費
者
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル

の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
制
度
で
す
。
報
告

を
受
け
た
行
政
は
報
告
に
基
づ
き
調
査
し
、

事
実
で
あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て
行
政
処
分
を

行
い
ま
す
。

　

事
例
２
の
ケ
ー
ス
も
、
同
様
に
違
反
で
す

の
で
、
国
や
県
の
宅
建
業
法
所
轄
に
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
、
国
や
県
へ
の
通

報
に
必
要
な
業
者
名
、
住
所
、
担
当
者
名
な

ど
を
聞
き
出
し
た
う
え
で
、
業
者
の
行
為
は

違
法
行
為
で
あ
り
、
今
後
も
同
様
な
行
為
を

繰
り
返
す
な
ら
国
や
県
に
情
報
提
供
せ
ざ
る

を
え
な
い
と
伝
え
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

も
し
、
業
者
名
や
連
絡
先
を
た
ず
ね
て
も

言
わ
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
迷
惑
電
話
と
変
わ

り
ま
せ
ん
の
で
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
通
話
内
容
を
録
音
す
る
な
ど
の
対
策
も

有
効
で
す
。

　

基
本
的
に
は
き
然
と
断
り
、
相
手
の
話
を

聞
か
な
い
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
聞
き
始

め
る
と
ま
す
ま
す
電
話
を
切
れ
な
く
な
り
ま

す
。
お
困
り
の
と
き
は
、
気
軽
に
彦
根
市
消

費
生
活
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
相
談
の
お
知
ら
せ

　

近
畿
財
務
局
大
津
財
務
事
務
所
は
、専

門
相
談
員
に
よ
る
多
重
債
務
相
談
を
行

い
ま
す
。
解
決
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
専
門
家
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
※
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

３
月
25
日
㈭　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時

場
所　

近
畿
財
務
局
大
津
財
務
事
務
所

（
大
津
市
御
陵
町
３-

５
）

費
用　

無
料

持
ち
物　

契
約
書
の
写
し
、返
済
予
定
表

な
ど
参
考
と
な
る
資
料

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
財
務
局

大
津
財
務
事
務
所
☎
０
７
７-

５
２
２

-

３
７
６
５
番

４月前半

５日㈪、12 日㈪

おわびと訂正
広報ひこね３月１日号表紙の目次にある「知っていますか？国民健康保険制度のこと」「市民環境フォーラムに参加し
てみませんか」「税の申告はお忘れなく」のページがそれぞれ12、15、17とあるのは、それぞれ14、17、19の誤りです。
おわびして訂正します。



1�広報ひこね　平成 20 年 10 月 15 日広報ひこね　平成 22年３月15日1� 広報ひこね　平成 22年３月15日

気
持
ち
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

若わ
か

林ば
や
し

　

千ち

恵え

さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
）

　
「
私
の
家
も
、
こ
ん
な
風
に
リ
フ
ォ
ー
ム

で
き
た
ら
い
い
の
に
な
。」

　

夏
休
み
に
入
っ
た
あ
る
日
、
私
は
最
近
家

を
改
築
し
た
と
言
っ
て
い
た
叔
父
の
家
に

行
き
ま
し
た
。
前
の
叔
父
の
家
と
は
ち
が
い
、

玄
関
の
ド
ア
が
高
く
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
の

窓
も
大
き
く
開
放
的
な
作
り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
「
段
差
の
な
い
床
板
」「
大
き
な
取
っ
手
の

付
い
た
引
き
戸
」「
ト
イ
レ
や
お
風
呂
の
手

す
り
」「
ゆ
る
や
か
な
階
段
の
角
度
と
広
く

て
滑
り
に
く
い
踏
み
板
、
そ
し
て
握
り
や
す

い
太
さ
の
手
す
り
」
な
ど
、
健
康
な
今
の
私

に
は
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
が
不
自
由

に
な
っ
た
時
に
は
、
と
て
も
便
利
だ
ろ
う
な

と
思
え
る
工
夫
を
実
際
に
見
て
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
私
の
家
に
も
、
あ
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て

い
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
暮
ら
し
や
す
い

だ
ろ
う
な
。」

家
に
帰
る
車
の
中
で
、
私
は
前
に
祖
母
が
家

の
中
に
あ
る
段
差
に
つ
ま
ず
い
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
中
心
と
し
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

の
時
の
国
語
や
総
合
の
時
間
の
中
で
勉
強

し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
中
学
校
で
も

授
業
で
習
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
生
活
が
で
き
る

た
め
の
工
夫
は
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
進

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

私
の
家
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

「
ね
ぇ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
元
気
な
う
ち

に
、
こ
の
家
を
環
境
と
人
に
優
し
い
家
に
リ

フ
ォ
ー
ム
し
よ
う
よ
。」

晩
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
私
は
思
い
切
っ
て

提
案
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
祖
母

は
、
黙
っ
て
に
こ
に
こ
し
て
い
る
だ
け
で
し

た
。
母
は
、
い
つ
も

飛
び
出
す
私
の
爆
弾

発
言
に
対
し
て
、

「
我
が
家
に
は
、
そ
ん
な
余
裕
な
ん
て
な
い
。」

と
言
っ
た
だ
け
で
、
後
が
続
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
父
は
、
し
ば
ら
く
考
え
た
後
に
、

「
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
け
れ
ど
、
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
前
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
私
に
は
、
訳
の

分
か
ら
な
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
何
だ
か
ご

ま
か
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

　

何
日
か
た
っ
た
あ
る
日
、
祖
母
が
掃
除
機

を
自
分
の
部
屋
に
運
ん
で
い
る
の
を
見
か
け

ま
し
た
。
私
の
家
の
掃
除
機
は
、
座
敷
の
横

の
廊
下
の
隅
に
置
い
て
あ
り
、
祖
母
の
部
屋

に
行
く
た
め
に
は
、
二
カ
所
の
段
差
が
あ
る

場
所
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
私
が
運
ん
で
あ
げ
る
よ
。」

「
珍
し
い
ね
。こ
の
わ
ず
か
な
二
十
セ
ン
チ
の

段
差
が
怖
く
て
ね
。」

　

そ
の
時
私
は
、
前
に
言
わ
れ
た
父
の
言
葉

が
何
と
な
く
分
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

今
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、『
気
持
ち
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
』
だ
っ
た
の
で
す
。
お
金
を
使
っ

て
設
備
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
だ
け
が
大
切

な
こ
と
で
は
な
く
て
、
例
え
さ
さ
や
か
な
こ

　
　
　
　
　

選　
　

評

　

リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
叔
父
さ
ん
の
家
を
み

て
、
自
分
の
家
で
も
祖
母
の
生
活
し
や
す
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
を
提

案
し
た
と
き
に
、
父
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
の
意

味
を
中
心
に
よ
く
自
分
の
考
え
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
で
き
る
こ
と

も
大
き
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
、
こ
れ
か
ら
も
立
派
な
大
人
に
近
づ
い
て

い
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し

い
で
す
。

と
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
の

立
場
に
立
っ
て
行
動
で
き

る
こ
と
も
大
き
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ん
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん

な
優
し
い
気
持
ち
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
私
に
と
っ
て
一
番

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

『
相
手
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
、

行
動
で
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
』
：
：
今

ま
で
何
度
も
学
校
で
勉
強
し
、
い
ろ
い
ろ
な

本
を
読
み
な
が
ら
感
じ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、

「
ま
だ
ま
だ
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い

な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
反
省
は
、

こ
れ
か
ら
も
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
都

度
、
自
分
を
励
ま
し
、
立
派
な
大
人
に
近
づ

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひこね元気計画�1
推進中！

モ
レ
ノ　

ガ
ブ
リ
エ
ル
ち
ゃ
ん

（
八
坂
町
）

井い
の

上う
え

沙さ

咲さ

ち

ゃ

ん

（
原
町
）

岡お
か

野の

莉り

子こ

ち
ゃ
ん

（
西
葛
籠
町
）
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今
後
の
水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
参

考
に
す
る
た
め
、
水
道
使
用
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
ま
し
た
の

で
、
下
の
と
お
り
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
①
彦
根
市

上
下
水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）、

②
検
針
・
料
金
の
お
支
払
い
、
③
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い
に
つ
い
て
で

す
。
詳
し
い
結
果
は
、

水
道
部
業
務
課
と

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
集
計
上
、
端
数
整
理
の
関
係
で
、
合
計

が
内
訳
と
合
わ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

水
道
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

アンケートについて

▶対象者数（無作為抽出）
　3,000 人

▶調査方法　郵送によるアンケー

　トの配布・回収（無記名）　　

▶調査期間　平成 21年12月25日㈮

　～平成 22年１月22日㈮まで

▶有効回答数　1,537 人

▶回答率　51. 2%

①
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

「
あ
る
方
が
よ
い
」
が
約
６
割

　
『
平
日
も
窓
口
の
開
設
時
間
が
市
役
所

庁
舎
よ
り
も
長
く
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

も
開
設
し
て
い
る
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
、
今
後
も
あ
る
方
が
よ
い
と
思

い
ま
す
か
』、
と
い
う
質
問
に
は
、　
「
あ

る
方
が
よ
い
」
と
回
答
し
た
人
が
、
約
６

割
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、「
な
く
て
も
よ
い
」
と
回
答
し

た
人
も
約
１
割
あ
り
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
増
え
る
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

②
検
針
・
料
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

「
現
在
の
方
式
で
よ
い
」
が
約
９
割

　

 

「
現
在
の
方
式
で
よ
い
」と
回
答
し
た
人

が
約
９
割
あ
り
、
大
半
の
人
が
２
か
月
に

１
度
の
検
針
と
支
払

い
で
よ
い
と
い
う
結

果
で
し
た
。

③
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い
に
つ
い
て

「
必
要
な
い
」
が
約
６
割

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

「
導
入
の
必
要
が
な
い
」
と
回
答
し
た
人

が
、
約
６
割
で
し
た
。
し
か
し
、
条
件

付
き
な
が
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
支
払
い
を
望
ん
で
い
る
人
も
い
る

と
い
う
結
果
で
し
た
。 

 

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
部
業
務
課

　

☎
30-

６
１
２
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４
番

ビ
ル
の
２
階
で
す

彦根市上下水道料金

お客様サービスセンター

水道部業務課

からのお願い
　

３
〜
４
月
は
、
引
越
し
シ
ー
ズ
ン

の
た
め
、
水
道
の
開
栓
・
休
栓
の
作

業
が
大
変
こ
み
あ
い
ま
す
の
で
、
ご

希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
込

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　お客様サービスセンターについて

問　検針・料金のお支払いについて

問　カードによるお支払いについて


